
令和６年度（２０２４年度）八代高等学校シラバス 
教 科 国語 科 目 現代の国語 

学年・類型 １学年・全 単位数 ２ 

教科書 「高等学校 現代の国語」 第一学習社 

副教材  「力をつける現代文」数研出版・「核心漢字」尚文出版 

科目目標 

言語活動を通して、実社会に必要な国語の知識・技能を身に付けるとともに、他者との関わり 

の中で伝え合う力をより高めていくために、論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像した

りする。力を育成する。また、言語の持つ価値への認識を深め言語文化の担い手としての自覚を 

を持ち、言葉を通して積極的に社会に関わろうとする態度を養う。 

学習方法 

教科書や副教材を中心に、知識をしっかりと身に付ける。また、課題探究学習やグループワー

ク、ペアワークを通して、思考力・判断力・表現力、主体的に学習に取り組む態度を養う。 

 

評価の観点 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・常用漢字を文や文章の中で活用

する。 

・語句の量を増やし、語彙を豊かに

する。 

・比喩や例示などの修辞を理解す

る。 

・主張と論拠、個別と一般化、推論

など、情報と情報との関係を理解す

る。 

・読書の意義と効用を理解する。 

 

・内容や構成、論理の展開を的確に

捉え、要旨を把握する方法を学ぶ。 

・文章に含まれている情報を相互に

関係づけながら、内容を解釈する

方法を学ぶ。 

 

 

・目的や場に応じて適切な話題を決

め、情報を収集、整理して、伝え合

う内容を検討する方法を学ぶ。 

 ・自分の考えが的確に伝わるよ

う、自分の立場や考えを明確にす

るとともに、話（文章）の構成や展開

を工夫する方法を学ぶ。 

 ・資料や機器を効果的に用いるな

ど、相手の理解を得られるように表

現の仕方を工夫する方法を学ぶ。 

・話を聞いて内容や構成、論理の展

開、表現の仕方を評価する方法を

学ぶ。 

 

評価方法 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①定期考査（知識・技能の定着状

況を評価する問題を出題） 

②確認テスト 

③授業への取組状況 

①定期考査（思考・判断・表現に

ついて評価する問題を出題） 

②確認テスト 

③課題の内容 

④授業への取組状況 

①課題やノートへの取組状況や

提出状況 

②授業への取組状況 

③自己評価や相互評価 

 

各学期及び学年の成績算出方法について 

観点別評価 

 知識・技能 ４０％ 

 思考・判断・表現 ４０％ 

 主体的に学習に取り組む態度 ２０％ 



学

期 
学習内容 

評価規準（到達目標Ｂ規準）と到達度チェック（自己評価） 評価

方法 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

１ 

学

期 

単元テーマ「自己と他者」 

 

１「『本当の自分』幻想」 

２「話し方の工夫・待遇表現・論

理的な表現・スピーチで自分を

伝える」 

３ 「羅生門」 

４ 「合意形成のための話し合

いを行う・理想の修学旅行をプ

レゼンする」 

単元のまとめ 

□ 

 

□ 

 

 

 

□ 

 

□ 

 

□ 

 

 

 

 

□ 

 

 

 

 

常用漢字を文や文章の中で活用し 

ている。 

文章の効果的な組み立て方や接 

続の仕方について理解している。 

主張と論拠など情報と情報との関 

係について理解している。 

推論の仕方について理解を深めて

いる。 

比喩などの修辞について理解を深

めている。 

話し言葉の特徴や役割、表現の特

色を踏まえ、正確さ、分かりやす

さ、適切さ、敬意と親しさなどに配

慮した表現について理解を深め使

っている。 

比喩、例示、言い換えなどの修辞

や、直接的な述べ方や婉曲的な述

べ方について理解している。 

 

 

□ 

 

 

□ 

 

 

 

□ 

 

 

 

□ 

 

 

□ 

 

 

□ 

 

 

 

□ 

 

 

 

文章の種類を踏まえて、内容や 

構成、論理の展開を的確に捉え 

要旨を把握する。 

文章に含まれている情報を相互 

に関係づけながら、内容や書き 

手の意図を解釈するとともに、自 

分の考えを深めている。 

自分の考えが的確に伝わるよう 

根拠の示し方や説明の仕方を考

えるとともに、表現の仕方を工夫

している。 

自分の立場や考えを明確にし、 

論理の展開などを考えて、話の 

構成や展開を工夫している。 

話し言葉の特徴を踏まえて話し 

たりするなど、相手の理解が得ら 

れるように表現を工夫している。 

目的や場に応じて、実社会の中 

から適切な話題を決め、様々な 

観点から情報を収集、整理して 

いる。 

論理の展開を予想しながら聞き 

話の内容や構成、表現の仕方を 

評価するとともに、聞き取った情 

報を整理して自分の考えを広げ 

□ 

 

 

 

□ 

 

 

 

□ 

 

 

 

□ 

 

 

□ 

 

 

□ 

 

 

□ 

 

□ 

 

反論を示すことによって自分の主 

張の正しさを補強する推論の仕方 

を理解し、粘り強く論理の展開を 

把握しようとしている。 

積極的に本文中に根拠を求め、筆

者の主張に対する自分の考えを、

表現の仕方を工夫して書こうとし

ている。 

自分の意見や考えを論述するため

に、文章の内容や構成、論理の展

開の仕方などを積極的に捉えよう

としている。 

内容の解釈を踏まえて粘り強く登

場人物の行為を評価し、表現の仕

方を工夫して書こうとしている。 

積極的に場の状況に応じて言葉遣

いを選び、学習課題に沿って話し

合おうとしている。 

進んで材料を集めたり吟味したり

し、学習を生かしてスピーチを行お

うとしている。 

進んで表現や話し方を工夫し、効

果的に話そうとしている。 

積極的にスピーチを聞き、評価シ

ート等を活用して評価しようとして

知 

①②③ 

読 

①②③

④ 

主 

①②③ 



 

□ 

 

 

 

 

 

たり深めたりしている。 

論点を共有し、考えを広げたり深

めたりしながら、話し合いの目的

種類、状況に応じて、表現の進行

など話し合いの仕方や結論の出

し方を工夫している。 

 いる。 

２

学

期 

単元テーマ「日本文化の景色」 

 

１ 「水の東西」 

２ 「書き方基礎レッスン①」 

３ 「『間』の感覚」 

４ 「無彩の色」 

５ 「書き方基礎レッスン②」 

６ 「地域の魅力を紹介する」 

単元のまとめ 

□ 

 

 

□ 

 

 

 

□ 

 

 

 

□ 

常用漢字の読みに慣れ、主な常用 

漢字を書き、文や文章の中で使用 

している。 

文章の効果的な組立て方や接続の

仕方について理解している。 

主張と論拠など情報と情報との関

係について理解している。 

個別の情報と一般化された情報と

の関係について理解している。 

推論の仕方について理解を深めて

いる。 

書き言葉の特徴や役割、表現の特

色を踏まえ、正確さ、分かりやす

さ、適切さなどに配慮した表現につ

いて理解を深め使っている。 

 

□ 

 

□ 

 

 

□ 

 

 

 

□ 

 

 

□ 

内容や構成、論理の展開を的確 

に捉え、要旨を把握する。 

文章に含まれている情報を相互

に関係づけながら、内容を解釈

する。 

主張と論拠、個別と一般化など、

情報と情報との関係を理解す

る。 

表記・表現の基本ルールを理解

している。 

接続表現の種類や用法を理解し

ている。 

必要な情報や資料を収集・整理

し、わかりやすい紹介文を書くた

めに活用する方法を理解してい

る。 

□ 

 

 

 

□ 

 

 

□ 

 

情報と情報を対比させながら展開

する評論を粘り強く読み、学習課

題に沿って論理の展開を分析しよ

うとしている。 

効果的に書くための方法を積極的

確に理解し、表現の工夫を身に付

けようとしている。 

筆者の論理について自分の考えを

もち、表現を工夫してまとめようと

している。 

知 

①②③ 

読 

①②③

④ 

主 

①②③ 

３

学

期 

単元テーマ「現代社会を見つ

める」 

 

１ 「現代の『世論操作』」 

□ 

 

□ 

 

常用漢字を文や文章の中で活用し 

ている。 

文章の効果的な組み立て方や接続

の仕方について理解している。 

□ 

 

 

□ 

文章の種類を踏まえて、内容や

構成、論理の展開を的確に捉え、

要旨を把握する。 

文章に含まれている情報を相互

□ 

 

 

□ 

粘り強く本文の構成と論理の展開 

を捉え、学習課題に沿ってまとめよ 

うとしている。 

個別の情報をどのように一般化し

知 

①②③ 

読 

①②③



２ 「ロビンソン的人間と自然」 

３ 「『私作り』とプライバシー」 

４ 「デザインの本意」 

５ 「『動機の語彙論』という視

点」 

６ 「社会に対する意見文を書

く」 

単元のまとめ 

 

 

 

 

□ 

 

 

 

 

□ 

 

 

 

□ 

 

 

 

 

 

主張と論拠など情報と情報との関

係について理解している。 

推論の仕方について理解を深めて

いる。 

個別の情報と一般化された情報と

の関係について理解している。 

実社会との関わりを考えるための

読書の意義と活用について理解を

深めている。 

書き言葉の特徴や役割、表現の特

色を踏まえ、正確さ、分かりやす

さ、適切さなどに配慮した表現につ

いて理解を深め、使っている。 

情報の妥当性や信頼性の吟味の

仕方について理解を深め使ってい

る。 

 

 

 

 

 

□ 

 

 

 

□ 

 

□ 

 

 

 

 

□ 

 

 

□ 

 

 

□ 

 

 

 

□ 

 

 

に関係づけながら、内容や書き

手の意図を解釈するとともに、自

分の考えを深めている。 

自分の考えが的確に伝わるよう、

根拠の示し方や説明の仕方を考

えるとともに、表現の仕方を工夫

している。 

説明の仕方を考えるとともに、表

現の仕方を工夫している。 

目的や意図に応じて、実社会の

中から適切な題材を決め、集め

た情報の妥当性や信頼性を吟味

して、伝えたいことを明確にして

いる。 

自分の立場や考えを明確にし、

論理の展開などを考えて、話の

構成や展開を工夫している。 

話し言葉の特徴を踏まえて話し

たりするなど、相手の理解が得ら

れるように表現を工夫している。 

目的や場に応じて、実社会の中

から適切な話題を決め、様々な

観点から情報を収集、整理して

いる。 

論理の展開を予想しながら聞き、

話の内容や構成、表現の仕方を

評価するとともに、聞き取った情

 

 

□ 

 

 

□ 

 

 

□ 

 

□ 

 

 

□ 

 

 

 

□ 

 

 

 

 

□ 

 

 

 

 

ているかを進んで捉え、学習課題

に沿って説明しようとしている。 

現代社会の課題を把握し、根拠の

示し方や説明の仕方を考えて書こ

うとしている。 

内容や構成を叙述を基に捉え、学

習課題に沿って要旨をまとめよう

としている。 

既習の評論と読み比べ、共通点を

説明しようとしている。 

事実と意見を区別して粘り強く評

論を読み、学習課題に沿って論理

の展開を分析しようとしている。 

筆者の主張とそれを支える根拠を

粘り強く読み、学習課題に沿って

論理の展開を分析しようとしてい

る。 

反論を示すことによって自分の主

張の正しさを伝えようとする評論を

粘り強く読み、学習課題に沿って

論理の展開を分析しようとしてい

る。 

説明や表現の仕方を工夫して、積

極的に意見文を書こうとしている。 

目的に応じてテーマを決め、集め

た情報の妥当性や信頼性を粘り強

く吟味しようとしている。 

④ 

主 

①②③ 



 

 

□ 

 

報を整理して自分の考えを広げ

たり深めたりしている。 

論点を共有し、考えを広げたり深

めたりしながら、話し合いの目

的、種類、状況に応じて、表現の

進行など話し合いの仕方や結論

の出し方を工夫している。 

 

□ 

 

 

 

 

 

書いた意見文を進んで批評しあい 

批評を踏まえて論理の展開や表現 

の仕方を工夫しようとしている。 

 

 


